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明日の小山田を考える会の目的は、

住んで良かった・ずっと住み続け

たい・住み良い地域を創 るこ と

です。そのためには、地域の皆さ

んの積極的な関わりが必要です。

去る4月2５日（火）、平成2９年度通常総会を開催いたしました。今年度の明日の小山

田を考える会への地域づくり交付金は同額の537万円です。

今年度は教振小山田支部の事業を移管し、生活環境福祉部・教育振興部へ４つの事業を

新たに組み入れました。隔年開催している「小山田地域大運動会」も行いますので、地域

の方々と楽しく地域づくりを進めていきたいと思っております。

日本人の精神の原点は地域にあり

明日の小山田を考える会 会長 菊池 保守

明日の小山田を考える会が、小山田地域の唯一の地域づくり団体として発足してから

11年目を迎えます。まだまだ地域にその存在意義や活動内容が十分に理解されていない

面があると思い、会の事業を審議し議決する、代議員を昨年から各班長さんにお願いすることとしまし

た。地域のことを一番わかっているのはそこに住んでいる地域の方々ですから。

さて、東日本大震災が発生してからもう6年が経過しました。発生当時、整然と並んで支援物資を受

け取る映像やインタビューに淡々と受け答えする地域住民の姿を世界中の人々が見て驚嘆しました。と

同時に、お互いが、助け合い、支え、寄り添う、絆という文化を世界中に発信しました。このことによ

り改めて、日本という国、そして住んでいる地域に誇りを感じた人が多かったんではないかと思います。

地域ではごく当たり前に振舞っていたことが、実はいつの間にか、当たり前でなくなってしまっている

のかもしれません。地域の様々な行事に無関心になったり、地域社会を維持するために必要な組織に関

心をなくし、しかも回ってくる役割や、役職を固辞したり、いわば○○ファーストでは地域社会は存立

しないのであります。

大都市から小山田に移住してきた人が、田舎ほど人のつながりが大事だ、それが嫌な人は都会に住め

ばいい、と言っていたのを思いだします。無味乾燥な都会から人のぬくもりを求め、そして自分らしい

生き方を求めて田舎に住みたいと思っている人がいます。最近でも小山田に家を建てようとしている人

に対し地域の方が一生懸命お世話をしています。

明日の小山田を考える会の役割は、皆さんとともに、住んでよかった、ずーっと住み続けたいと思え

るような住みよい地域を創ることです。
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市より明日の小山田を考える会が平成２９年度交通安全推進モデル地区

に指定されました。平成２４年にも指定を受けており、活動任期は１年で

す。今年度は、シュミレーターを使った歩行者の交通安全教室や高齢者世

帯訪問等を行い、交通安全啓発活動を行う予定です。

去る４月９日（日）、市民総参加早朝一斉清掃の日程に合わせ、生

活環境福祉部「クリーン作戦参加事業」を行いました。小山田地域

の児童・生徒と保護者と地域住民が環境美化のため、沿道のごみ拾

いなどに取り組みました。

早朝一斉清掃は、今後６月と秋に予定されています。

小山田地域内の事業所の代表者

第１～第４行政区班長 ４７名

 きぬかわ
 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ所長

多 田　育 子  小山田保育園園長 髙 橋　美 香  小山田郵便局局長 小 川　ルミ子

太 田      收 菊 池　靖 功 浅 沼       肇 菊 池　永 幸 菊 池  十九三 菊 池　睦 夫

小野寺 アサ子 菊 池  　  敞 小 田 　   肇 浅 沼　富 夫 浅 沼    　司 多 田　穣 一

小 田　靜 夫 赤 井　英 雄 菅 原　三 杉 勝 山　裕 之 菊 池    　敬 大 野 　   緑

菊 池  昭二郎 諏 訪　宏 道 吉 田　健 弘 斉 藤　　 孝 金 澤　正 光 菊 池　賢 司

菊 池　　 司 菊 池　隆 春 菊 池　厚 志 菅 原　恒 敏 菅 原　　 恒 菅 原　牧 男

菊 池　京 子 千 葉　真由美 及 川　厚 雄 瀬 川　良 昭 吉 田　　 栄 千 葉　弘 和

小 原       隆 菅 原       啓 氏 家　正 一 高 橋　幸 一 菊 池　靖 弘 佐 藤　久 幸

吉 田　寿 穂 吉 田　幸 雄 宮 川　正 治 菅 原　秀 夫 高 橋　勝 人

小山田の人口 世帯数 男（人） 女（人） 計（人） 比較(３月末)

第１行政区 60 104 84 188 －

第２行政区 146 221 225 446 １人増

第３行政区 159 243 258 501 ２人減

第４行政区 111 196 195 391 １人増

計 476 764 762 1,526 －

平成２９年4月末現在

《代議員の役割》代議員は総会に出席し、明日の小山田を考える会会長より提出された事

業報告・決算及び事業計画・予算の審議などを行い、議決権を行使し、会の運営などをチ

ェックする大変重要な役割を担います。
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４月6日（木）～15日（土）春の全国交通安全運動に合わせ、

生活環境福祉部「交通安全指導事業」を行いました。通学する児

童・生徒を対象に、タスキを着用した保護者がバス停・交差点で

の交通安全活動を行いました。

また12日（水）には、小山田駐在所の鎌田満也所長と交通指

導員の吉田正人さんによる、小山田保育園児を対象としたチャイ

ルドシート着用指導を行いました。全国交通安全運動は年２回（春

・秋）実施されます。

発行：明日の小山田を考える会 電話：0198－42－2941

ホームページ：http://www.asuno-oyamada.jp/ ホームページもご覧下さい。

メールアドレス：asuno-oyamada@tuba.ocn.ne.jp


